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バリアフリー等地域連絡会議の開催について

第６回 島根県バリアフリー等地域連絡会議

【日時】令和２年１２月１５日（火）１３：３０ ～ １５：３０

【場所】島根県立産業会館（くにびきメッセ）

【内容】

①講話「誰もが利用しやすいトイレ」

一般社団法人島根県建築士会 会長 足立 正智

②バリアフリー法の改正について

③移動等円滑化評価会議中国分科会について

④構成員のバリアフリーに関する取組み状況発表

⑤意見交換（主なもの）

・事件の動機や原因が特定の疾患や障がいと関係のある様な記載の

のあった事件報道記事について

・「あいサポート運動」の取組みについて

・交通機関の情報提供（停留所での電子表示、アクセス情報等）につい

て

・道路に関して、現在の整備状況と整備目標に対する考え方について

第５回 広島県バリアフリー等地域連絡会議

【日時】令和３年２月２６日（金）

※新型コロナウイルス感染防止の観点から「書面開催」

【内容】

①バリアフリー法の改正について

②移動等円滑化評価会議中国分科会について

③バリアフリー法に基づく基本方針の一部改正について

（次期整備目標）

④構成員のバリアフリーに関する取組み状況について

⑤意見交換（主なもの）

・高速バスの到着時のアナウンスと運転手教育について

・過疎地域や郊外団地における移動手段の確保について

令和３年度の開催予定について

●第６回 山口県バリアフリー等地域連絡会議 １０月予定
●第６回 岡山県バリアフリー等地域連絡会議 １２月予定
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中国運輸局バリアフリー教室について
バリアフリー教室の開催（真庭市：共生社会ホストタウン）

１１／３０、１２／１の２日間、岡山県真庭市にある３カ所の小学校において、 「共生社会ホストタウンが実施する内閣府補助事業」として、パラリンピ
アンによる「心のバリアフリーの授業」を実施しました。

【対象者】

小学４～６年生

【授業内容】

①中国運輸局・岡山運輸支局 「心のバリアフリーについて」「多機能トイレ」「ヘルプマーク」についての紹介

②上原大祐氏（パラリンピアン） 「パラアスリートになり切って、モノづくりや課題解決の楽しさを感じるワークショップ」

２



中国運輸局優れた取組みの表彰について

中国運輸局 環境保全及び交通バリアフリー等関係表彰
中国運輸局では、高齢者・障害者等の円滑な移動等を確保する交通バリアフリー等の取り組みに尽力し、その功績が顕著
であると認められる事業者等に対して、表彰を行っています。

株式会社 大谷山荘
【功績の概要】

バリアフリー法で定められている建築の際に必要な基準
の約４倍のバリアフリー対応客室を設置している。その他
の施設についても、館内のほとんどのパブリック施設がバ
リアフリー対応であり、大浴場については、脱衣所よりほぼ
段差無く洗い場まで車椅子で移動可能である。

また、高齢者・障がい者に対する接遇研修を計画的に実
施することにより、ハード・ソフト両面での移動円滑化に取り
組んでいる。

広島電鉄 株式会社
【功績の概要】

平成２８年に障害者差別解消法が施行されて以来、広島県が
実施している「あいサポート運動」に参加。以来、障がい者の特性
や障害者への配慮の仕方等についての社内教育を計画的に実
施しており、「心のバリアフリー」の推進に積極的に取り組んでい
る。

研修を受講することにより、障がいの特性等を知り支援する対
応をすることで、安全・安心な輸送の確保につながっている。

また、障がい者団体を招くなどして、当事者の意見を反映し、改
善に努めている。

また、広島空港連絡バスに中国地方で初となる、車椅子でその
まま利用できるリフト付きバス車両１両を令和２年１１月１日より新
たに導入した。

令和２年度 受賞者（交通バリアフリー等関係）
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心のバリアフリー取組について①

ヘルプマークの掲示に関する協力依頼
○ヘルプマークは、義足や人工関節を使用されている方など、
外見からは分からなくても、援助や配慮を必要としていること
を知らせることで、周囲の方からの援助や配慮を得やすくす
るために東京都が作成したものです。
○中国地方では、平成２９年９月から順次、県庁や出先機関
等でヘルプマークの配布をおこなっているところです。
○中国運輸局では、令和３年３月上旬、西日本旅客鉄道（株）
広島支社・岡山支社・米子支社へ、中国地方鉄道協会、中国
バス協会を通じて傘下会員に対し、車両内や優先席付近に
ヘルプマークを周知するステッカー等を掲示いただくよう協力
依頼を行っています。

車椅子使用者用駐車施設等の適正利用啓発キャンペーンについて

【キャンペーン期間】通年
※集中掲出期間令和３年４月１日（木）～５月９日（日）

○改正バリアフリー法の施行（令和3年4月1日）に向けて、
一般利用者向けに障害者用駐車区画の適正利用に関す
るマナー啓発を行うとともに、施設管理者向けにパーキ ン
グ・パーミット制度等の取組を紹介するキャンペーンを試
行的に実施しました。
○ポスターの一斉掲示及びチラシの配布

（配布先：道の駅、地方公共団体等）

トイレの利用マナー啓発キャンペーン

【キャンペーン期間】
令和２年１１月１０日～１２月９日

◯トイレの様々な機能を必要とする方が、
その機能を必要なときに利用できるよう、
トイレの利用マナーキャンペーンを実施し
ました。
◯ポスターの一斉掲示及びチラシの配布

（配布先：公共交通業者等）
◯バリアフリー教室開催時に周知・案内を
行っています。
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心のバリアフリー取組について②

エレベーター利用キャンペーン
○キャンペーン期間：令和３年２月２２日（月）～３月２６日（金）
○高齢者、障害者等真に必要とする方々がエレベーター、優
先席等のバリアフリー施設を使用できない、または長時間待た
される等の課題が発生しています。

今般、エレベーターの利用について真に必要な方が優先的
に使用できるよう、「エレベーター利用キャンペーン」を実施
○ポスターの一斉掲示及びチラシの配布

（配布先：公共交通事業者等）

公共交通機関等におけるベビーカー利用円滑化の推進

○キャンペーン期間：令和３年５月１日（土）から５月３１日（月）
○公共交通機関等においてベビーカーを一層利用しやすい環
境を整備するため、ベビ ーカーの安全な使用と周囲の理解協
力の普及啓発を図るためのキャンペーンを実施
○ポスターの一斉掲示及びチラシの配布

（配布先：公共交通事業者等）



中国運輸局

◆令和２年度 体験実績

中四国行政評価局新規採用職員（ 7/31、 3名、随行1名）

広島市新規採用技術職員 （11/25、21名、随行2名）

◆参加者からの感想

・実際に体験することで、より現場を感じることができました。

・視覚障害者の方の誘導ブロックや段差が車椅子にとって障害になってしまうことを知り、
誰にでも優しいものを作ることは難しく、考えることが大事だと知ることができました。

・バリアフリー体験は、普段では体験できないことを経験できる貴重な時間を過ごすことが
できました。自分の業務に関わるようなことも多くあり、大変有意義な研修となりました。

・バリアフリー体験は新規採用職員に、とても有意義な研修でした。

◆中国技術事務所には、人材育成として バリアフリー体験施設が設けられており、中国
技術事務所ＨＰより体験学習の受付を行っています。

（※事前申込が必要）

令和２年度は、コロナ対策として、少人数の班に分けて実施しています。

JR海田駅

国土交通省 中国技術事務所

車イスの操作・補助体験（斜路）

中四国行政評価局新規採用職員 広島市新規採用技術職員

車イスの操作・補助体験（斜路）

勾配・段差の違いによる車イスの操作

（使い方・補助の双方を体験)

広島市新規採用技術職員

中国地方整備局
【中国分科会②】中国技術事務所におけるバリアフリー体験の実施
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中国運輸局歩道整備について（事例;国道185号 川尻歩道整備事業等）

写真
至
呉
市
街

整備前 整備後

・バリアフリー歩行空間による、安全・安心な歩道整備を順次実施中

■国道185号 川尻歩道整備（ＪＲ安芸川尻駅付近）

至

Ｊ
Ｒ
安
芸
川
尻
駅

三
原
市

■その他の整備事例
・電線類の地中化による幅広い歩道整備

・フラットな歩道整備

整備前

整備後

整備前 整備後

７

中国地方整備局
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広島国際空港 株式会社

■フルフラットタイプ旅客搭乗橋(PBB: Passenger Boarding Bridge)導入について
・広島空港の国内線旅客搭乗橋全５基のうち、５番スポット(主に全日空が使用)の２基につい
て、令和３年３月にフルフラット旅客搭乗橋に更新した。
・この旅客搭乗橋はバリアフリー対策を施したフルフラットタイプであり、搭乗橋内の段差や溝
をなくし、車椅子や杖を使用するお客様も、安全・快適に通行できる床を採用している。
・残りの３基についても、令和４年度中の完成を目標に随時フルフラットタイプ旅客搭乗橋に
更新予定である。

◇更新前 ◇更新後
ＰＢＢ伸縮部分に段差 ＰＢＢ全体がフルフラット
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広島県 １／５

●低床路面電車の導入
・広島LRT整備事業により，広島市・廿日市市と連携し，低床路面電車の導入を支援した。
（H30～R2）

●鉄道駅のバリアフリー化
・JR大竹駅（大竹市），JR安芸矢口駅（広島市）では，橋上駅舎・自由通路・駅前広場の整備
に着手しており，エレベーターや多目的トイレ，身障者用駐車場の整備等，利用者の利便
性や安全性の向上を図るためバリアフリー化を進めている。

●鉄道駅のバリアフリー化
・JR西高屋駅（東広島市）では，橋上駅舎・駅の南北をつなぐ自由通路・駅前広場の整備の
計画がありバリアフリー化を進めている。

●鉄道駅のバリアフリー化 （広島市東部地区連続立体交差事業等）
・ＪＲ向洋駅（府中町）及び海田市駅（海田町）において，連続立体交差化に伴う駅舎・駅前
広場等の整備を計画しており，エレベーターや多目的トイレ，身障者用駐車場の整備等，
利便性や安全性の向上を図るためバリアフリー化を進める。

・向洋駅周辺では主要な道路を「バリアフリー化が必要な特定道路」として位置づけ，視覚
障害者誘導用ブロックを設置するなど併せて取り組むこととしている。

（※いただいた原文のまま記載しております。）



１０

広島県 ２／５

●公園施設のバリアフリー化
・都市公園において，利用者が多い施設のトイレを優先的に，バリアフリー整備を行っている。
また遊具についても，バリアフリー対応の遊具を設置することで，年齢や身体能力を問わず，
様々な人々に利用して頂いている。

●身体障害者への研修
・公園の指定管理者の取組として，身体障害者等への対応に伴う研修を定期的に行ってい
る。

（※いただいた原文のまま記載しております。）



１１

広島県 ３／５ （バリアフリー遊具説明資料）



１２

広島県 ４／５ （バリアフリー遊具説明資料）



１３

広島県 ５／５ （バリアフリー遊具写真）



１４

広島市 １／８

【健康福祉局健康福祉企画課】
○公共施設の福祉環境整備（別紙1）

本市が設置し又は管理する公共施設については、平成７年に制定した「広島市公共施設福
祉環境整備要綱」に定める整備基準により、福祉環境の整備を推進しています。また、この要
綱の施行までに整備した施設についても、整備基準に適合するよう、順次、バリアフリー化を
進めています。

○広島市バリアフリーマップによる情報提供の推進
本市では、障害者、高齢者、乳幼児を連れた人など、市民の誰もが気軽に安心して外出でき

るよう、広島市中心部やＪＲ駅周辺などの多くの市民が利用する公共施設や、主要なＪＲの駅
舎、百貨店、ホテルなどの民間施設のバリアフリー設備の整備状況に関する情報をマップ形
式によりホームページで公開しています。

【道路交通局都市交通部】
○ＪＲ駅のバリアフリー化（別紙2）

本市では、国の定めた「移動等円滑化の促進に関する基本方針」に基づき、対象となる鉄道
駅のバリアフリー化が図られるように取り組んでいます。

（※いただいた原文のまま記載しております。）



１５

広島市 ２／８ （別紙１ 「広島市公共施設福祉環境整備要綱」）



１６

広島市 ３／８ （別紙１ 「広島市公共施設福祉環境整備要綱」）



１７

広島市 ４／８ （別紙１ 「広島市公共施設福祉環境整備要綱」）



１８

広島市 ５／８ （別紙１「広島市公共施設福祉環境整備要綱」）



１９

広島市 ６／８（別紙１「広島市公共施設福祉環境整備要綱」）



２０

広島市 ７／８ （別紙１ 「広島市公共施設福祉環境整備要綱」）



２１

広島市 ８／８ （別紙２ 「ＪＲ駅のバリアフリー化」）


